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平成２３年三陸国道事務所１０大ニュース

～三陸国道事務所の今年の出来事を振り返る～

平成２３年も残すところあとわずかとなりました。三陸国道事務所職員が選んだ

「平成２３年三陸国道事務所10大ニュース」をご紹介し、今年を振り返ります。

３ 月

三陸縦貫自動車道釜石山田道路（７－３工区）が東日本

大震災前の３月５日に開通。震災では「命の道」として利

活用される。

３ 月

東日本大震災の津波により三陸沿岸

が甚大な被害。多くの犠牲者が出る。

国道４５号も各所で寸断される。

３ 月

東日本大震災の津波被災により、

災害対策支部が設置され非常体制

に。国道４５号の早期啓開作業が

なされた。

３ 月

震災の中、供用中の三陸縦貫道路の釜石山田道路・山田

道路・宮古道路が避難路として「命の道」となる。岩泉町

の小本に設置していた津波避難階段では児童８８人らが無

事避難。

三 陸 国 道

あたり一面の瓦礫の中行 われた啓開作業

テープカット・くす玉開披

落橋した気仙大橋（陸前高田市）

小本の津波避難階段

地 域 と と も に



７ 月

東日本大震災で落橋した国道４５号気仙大橋の仮橋が震

災後４ヶ月で完成供用。これをもって仙台から八戸間の国

道４５号の広域迂回が無くなる。

８月～

津波被災後の対応として、国道４５号の被災箇所の暗夜

解消として道路照明灯を設置。

１１ 月

第三次補正予算成立。三陸沿岸道路などの復興道路・復興支援道路１６１kmが新

規事業化。当初事業費の５．９倍に。

１１～１２月

地域復興のリーディングプロジェクトとして復興道路・

復興支援道路１６１kmの新規事業着手。１０年以内の完成

目標が示される。復興道路尾肝要トンネルの着工式が開催

され、事業着手概ね１ヶ月で６９km区間の土地立ち入り説

明、中心杭設置式を実施。

１２ 月

復興道路の早期完成に向けた体制強化のため、全国の地

方整備局から、長期派遣職員２９名が着任。

１２ 月

県立山田病院が被災したため県立山田病院仮設診療所が

開設され、安全対策の要望を受けて、速やかに仮設診療所

前に右折レーンを設置。

尾肝要トンネルの鍬入れ

業務命令書の交付

設置された照明灯

気仙大橋仮橋が通行可能に

病院関係者らと施工完了確認


